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本
シ
ン
ポ
は
、
メ
コ
ン
地

域
を
含
む
ア
ジ
ア
に
お
け
る

中
小
企
業
の
動
態
を
過
去
10

年
以
上
調
査
し
て
き
た
当
セ

ン
タ
ー
と
、
地
域
の
ビ
ジ
ネ

ス
社
会
及
び
ア
ジ
ア
に
幅
広

い
人
脈
を
持
つ
東
亜
大
学
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
が
強
み

を
生
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
成
果
を
紹
介
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
約

80
人
の
聴
衆
を
前
に
行
わ
れ

た
。

　
講
演
で
は
、
ま
ず
「
メ
コ

ン
地
域
に
お
け
る
中
小
企
業

の
機
会
と
課
題
」
を
テ
ー
マ

に
、
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

て
き
た
メ
コ
ン
地
域
で
の
実

態
調
査
の
結
果
を
生
産
・
流

通
・
物
流
・
経
営
の
視
点
か

ら
実
態
と
課
題
に
つ
い
て
報

告
が
な
さ
れ
た
。

　
次
に
、
西
澤
信
善
東
亜
大

学
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ン
タ
ー
所

長
か
ら
「
山
口
・
九
州
地
域

に
お
け
る
中
小
企
業
と
ア
ジ

ア
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
中

小
企
業
家
同
友
会
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
か
ら
見
た
労
働
力

不
足
の
業
態
別
動
向
と
今
後

想
定
さ
れ
る
課
題
と
対
策
に

つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
中
国
の
張
抗
私

・
東
北
財
経
大
学
教
授
か
ら

「
中
国
市
場
、
政
策
及
び
日

本
の
対
中
直
接
投
資
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
日
本
の
対
中

直
接
投
資
の
歴
史
、
中
国
全

土
と
遼
寧
省
に
お
け
る
産
業

別
対
内
直
接
投
資
の
推
移
に

つ
い
て
報
告
後
、
大
連
市
が

実
施
し
て
い
る
対
外
開
放
に

よ
る
外
資
利
用
の
た
め
の
支

援
策
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
た
。

　
最
後
に
、
ラ
オ
ス
国
立
大

学
の
サ
ヤ
ボ
ン
・
シ
テ
ィ
サ

イ
講
師
か
ら
「
ラ
オ
ス
に
お

け
る
日
本
中
小
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
｜
ラ
オ
ス
の

経
済
発
展
に
向
け
て
｜
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
ラ
オ
ス
の

経
済
状
況
と
発
展
計
画
に
つ

い
て
の
報
告
後
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）

に
よ
り
期
待
で
き
る
具
体
的

な
効
果
と
想
定
さ
れ
る
課

題
、
及
び
ラ
オ
ス
の
経
済
特

区
の
概
要
に
つ
い
て
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を

飯
島
高
雄
近
畿
大
学
教
授
が

務
め
、
小
林
代
表
、
吉
野
一

彦
山
口
県
中
小
企
業
家
同
友

会
県
理
事
、
張
教
授
、
シ
テ

ィ
サ
イ
講
師
、
藤
原
雅
樹
日

本
貿
易
振
興
機
構
山
口
貿
易

情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
が
登
壇

し
、「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中

小
企
業
の
課
題
」
を
テ
ー
マ

に
討
論
が
行
わ
れ
た
。
現

在
、
日
本
市
場
は
縮
小
し
て

お
り
、
労
働
力
不
足
の
問
題

が
想
定
さ
れ
る
が
、
ア
ジ
ア

な
ど
の
進
出
国
で
は
市
場
が

拡
大
し
て
き
て
い
る
。
技
術

を
持
つ
中
小
企
業
に
と
っ
て

は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
が
、
日

本
で
高
度
な
技
術
を
習
得
し

　「
婚
姻
の
自
由
」
と
は
、
そ
し
て
「
家
族
」
と

は
何
で
し
ょ
う
。

　
日
本
国
憲
法
24
条
１
項
に
は
婚
姻
の
自
由
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
社
会
が
変
化
す
る
な

か
で
制
度
が
追
い
つ
か
ず
、
婚
姻
の
自
由
の
侵
害

を
訴
え
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
国
内
で
は
夫
婦
別
姓
訴
訟
、
２
月
に
提
訴
さ

れ
た
同
性
婚
訴
訟
な
ど
が
そ
れ
で
す
。

　
本
研
究
で
は
日
本
に
お
け
る
家
族
関
係
の
憲
法

判
例
の
分
析
と
検
討
に
加
え
て
、
米
国
の
同
性
婚

訴
訟
を
巡
る
議
論
も
参
照
に
し
、
現
代
社
会
に
お

け
る
「
婚
姻
の
自
由
」、
そ
し
て
「
家
族
」
像
を

探
究
し
ま
す
。

　
家
族
は
社
会
の
中
で
も
特
別
な
つ
な
が
り
を
持

つ
私
的
結
社
で
す
。
国
は
家
族
形
成
の
基
礎
と
な

る
婚
姻
を
法
律
上
の
制
度
と
し
、
一
定
の
義
務
や

権
利
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。
同
時
に
家
族
は
個

人
の
人
格
的
側
面
に
関
わ
る
私
的
な
領
域
で
も
あ

り
ま
す
。
性
別
役
割
分
業
な
ど
、
家
族
の
中
の
不

平
等
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
家
族
の
あ
り
方
も
、婚
姻
の
形
も
、今
ま
さ
に
動

き
、変
化
し
て
い
ま
す
。
民
法
や
社
会
学
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
が
か
ら
み
ま
す
が
、
憲
法
学

者
と
し
て
、
憲
法
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
問
い
に
向

き
合
う
か
読
み
解
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
憲
法
は
難
し
い
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
う

人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
憲
法
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
権
利
は
わ
れ
わ
れ
に
身
近
な
も
の
で
す
。
た

と
え
ば
「
婚
姻
の
自
由
」
は
、
結
婚
し
て
も
し
な

く
て
も
、
だ
れ
に
で
も
関
わ
る
こ
と
で
す
。

　
人
に
は
ど
う
い
う
権
利
が
必
要
な
の
か
、
社
会

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
身
近
に
置
き
換
え
て
考
え

る
よ
う
、
法
科
大
学
院
や
法
学
部
の
学
生
た
ち
に

伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場

合
、
当
事
者
の
痛
み
を
想
像
し
、
最
終
的
に
は
ど

う
い
う
法
制
度
だ
っ
た
ら
い
い
か
、
ど
の
よ
う
な

憲
法
解
釈
が
妥
当
な
の
か
を
考
え
よ
う
、
と
。
自

分
に
引
き
つ
け
て
考
え
る
こ
と
は
、
勉
強
の
理
解

に
と
っ
て
大
事
で
す
し
、
大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
大

き
な
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

現代の「家族」に憲法はどう向き合うか

田
代
　
亜
紀

法
科
大
学
院
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
た
し
ろ
・
あ
き
）東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
科
博
士

課
程
修
了
。
博
士（
法
学
）
。『
現
代
社
会
と
憲
法
学
』

（
共
著
）『
現
代
日
本
の
憲
法
』（
共
著
）。
専
門
は
憲

法
学（
ア
メ
リ
カ
）。
表
現
の
自
由
な
ど
に
詳
し
い
。

公
開
講
座
情
報

法
学
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Lay Participation 

Worldwide

　
市
民
の
司
法
参
加
に
つ
い

て
、
旧
ソ
連
や
ロ
シ
ア
、
カ

ナ
ダ
の
実
情
を
ニ
コ
ラ
イ
・

コ
バ
レ
フ
氏
（
カ
ナ
ダ
・
ウ

ィ
ル
フ
リ
ッ
ド
・
ロ
ー
リ
エ

大
学
）
が
報
告
。
日
本
の
研

究
者
、
弁
護
士
、
裁
判
員
経

験
者
を
交
え
、
裁
判
員
制
度

の
国
際
的
位
置
づ
け
を
検
討

す
る
。

▽
日
時

３
月
２
日
（
土
）

14
〜
17
時
▽
場
所

神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
５
５
１
教
室

※
申
し
込
み
不
要
、
無
料
。

問
飯
考
行
法
学
部
教
授

E-mail:iit@isc.senshu

-u.ac.jp

合
格
者
23
人
に

公
認
会
計
士
試
験

　
２
０
１
８
年
度
公
認
会
計

士
試
験
で
１
月
24
日
現
在
、

新
た
に
卒
業
生
２
人
の
合
格

が
判
明
し
た
。
合
格
者
は
卒

業
生
11
人
と
な
り
、
在
校
生

12
人
と
合
わ
せ
て
23
人
に
な

っ
た
。

文
・
斎
藤
教
授
の

共
同
研
究
を
採
択

国
立
国
語
研

　
斎
藤
達
哉
文
学
部
教
授
ら

の
共
同
研
究
「
日
本
語
研
究

の
戦
前
と
戦
後
｜
国
立
国
語

研
究
所
草
創
期
に
関
与
し
た

研
究
者
を
通
し
て
明
ら
か
に

す
る
日
本
語
の
研
究
史
｜
」

が
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立

国
語
研
究
所
（
国
語
研
）
の

２
０
１
８
年
度
「
共
同
利
用

型
」
研
究
に
採
択
さ
れ
た
。

　
共
同
研
究
者
と
し
て
丸
山

岳
彦
文
学
部
准
教
授
、
阿
部

貴
人
文
学
部
准
教
授
が
参
加

す
る
。
研
究
期
間
は
今
年
４

月
か
ら
１
年
間
。

　
共
同
利
用
型
研
究
は
、
国

語
研
が
保
有
す
る
研
究
資
料

・
言
語
資
源
な
ど
を
無
償
で

提
供
を
受
け
な
が
ら
、
新
た

な
研
究
を
行
う
。

中小企業の機会と課題―メコン地域および中国―
　社会知性開発研究センター／アジア産業研究センター（研究代表＝小

林守商学部教授）の国際シンポジウム「アジアにおける中小企業の機会

と課題―メコン地域および中国―」が、東亜大学ＡＳＥＡＮセンター

（山口県下関市）との共催で12月15日、同大学キャンパスで行われた。

研究センター
社会知性開発

山
口
で
国
際
シ
ン
ポ
開
催

ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

討
論
す
る
６
氏

　
本
学
の
学
芸
員
課
程
が
本

格
的
に
展
開
し
て
30
年
に
な

る
の
を
記
念
し
、
第
１
回
学

芸
員
課
程
セ
ミ
ナ
ー
「
博
物

館
、
学
芸
員
の
し
ご
と
」
が

12
月
15
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
学
生
ら
約

１
５
０
人
が
聴
講
し
た
。
講

師
は
本
学
の
学
芸
員
課
程
を

受
講
し
、
現
在
は
学
芸
員
と

し
て
活
躍
す
る
竹
内
智
晴
さ

ん
（
平
26
文
）、
細
川
海
里

さ
ん
（
平
25
経
済
）
と
、
大

規
模
な
美
術
展
覧
会
の
企
画

運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
高
木

の
で
は
」
と
解
説
し
た
。

　
講
演
後
、
文
学
部
の
山
本

充
（
地
誌
学
）、
松
尾
容
孝

（
人
文
地
理
学
）両
教
授
が
コ

メ
ン
ト
し
、議
論
を
深
め
た
。

　
人
文
科
学
研
究
所
（
伊
吹

克
己
所
長
）
の
公
開
講
演
会

「
災
害
と
人
文
科
学
」が
12
月

８
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
、
文
学
部
の
赤
坂
郁

美
准
教
授
（
自
然
地
理
学
）

と
髙
島
裕
之
教
授
（
陶
磁
史

・
考
古
学
）
が
講
演
し
た
。

　
赤
坂
准
教
授
は
「
デ
ー
タ

レ
ス
キ
ュ
ー
か
ら
よ
み
が
え

る
１
０
０
年
前
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
気
候｣

と
題
し
、
自

身
が
取
り
組
む
１
９
４
０
年

以
前
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
気
象

観
測
記
録
の
収
集
・
整
備
作

業
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
な
っ
た
気
候
の
変
化
に

つ
い
て
語
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
旧
宗
主

国
ス
ペ
イ
ン
の
イ
エ
ズ
ス
会

や
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て
１
８

６
５
年
か
ら
１
９
４
０
年
ご

ろ
ま
で
気
象
観
測
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
日
本
軍
の
占
領

で
停
止
。
観
測
記
録
も
散
逸

し
た
。
赤
坂
准
教
授
は
19
世

紀
後
半
の
観
測
資
料
を
イ

ギ
リ
ス
気
象
庁
な
ど
で
発

見
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

「
１
０
０
年
前
の
デ
ー
タ
と

の
比
較
に
よ
り
、
１
９
９
０

年
代
後
半
以
降
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
周
辺
の
台
風
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
が
、
マ
ニ
ラ
の
強

雨
日
数
は
減
少
し
て
い
な
い

た
め
、
一
つ
の
台
風
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
降
水
量
は

増
加
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。

　
髙
島
教
授
は
、
沖
縄
県
久

米
島
の
二
つ
の
城
（
グ
ス

ク
）
跡
、
具
志
川
城
跡
と
宇

江
城
城
跡
か
ら
大
量
に
出
土

し
た
14
〜
15
世
紀
の
中
国
陶

磁
器
の
破
片
か
ら
、
戦
災
の

痕
跡
に
つ
い
て
語
っ
た
。
グ

ス
ク
の
中
枢
か
ら
出
土
し
た

陶
磁
器
の
、
熱
で
焼
け
た
だ

れ
、
復
元
困
難
な
ほ
ど
破
壊

さ
れ
た
状
態
か
ら
、「
古
琉

球
と
中
国
と
の
間
の
、
交
易

の
拠
点
だ
っ
た
久
米
島
の
グ

ス
ク
の
機
能
を
否
定
す
る
、

戦
争
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る

赤
坂
准
教
授
・
髙
島
教
授
が
講
演

人
文
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

た
人
材
の
流
出
防
止
や
効
率

的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
課
題

で
あ
り
、
公
共
部
門
と
の
連

携
も
重
要
で
あ
る
｜
｜
と
の

結
論
を
得
た
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
２

０
１
４
年
度
「
私
立
大
学
戦

略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
「
メ
コ

ン
諸
国
に
お
け
る
経
済
統
合

の
中
小
企
業
へ
の
影
響
に
つ

い
て
の
研
究
｜
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
』
の

観
点
か
ら
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
こ
れ
ま
で
５
年
間
行
っ
て

き
た
研
究
の
最
終
報
告
で
あ

っ
た
。（
岩
尾
詠
一
郎
商
学

部
教
授
）

結
美
さ
ん
（
独
立
行
政
法
人

国
立
文
化
財
機
構
・
文
化
財

活
用
セ
ン
タ
ー
）。

　
茨
城
県
石
岡
市
教
育
委
員

会
文
化
振
興
課
で
働
く
竹
内

さ
ん
は
発
掘
調
査
や
民
俗
資

料
調
査
な
ど
を
担
当
。「
市

民
の
文
化
財
を
守
り
、
生
か

す
仕
事
は
と
て
も
や
り
が
い

が
あ
る
」
と
話
し
た
。
細
川

さ
ん
は
博
物
館
実
習
の
実
習

先
だ
っ
た
公
益
財
団
法
人
メ

ト
ロ
文
化
財
団
地
下
鉄
博
物

館（
東
京
都
）
に
就
職
。「
学

芸
員
は
も
の
ご
と
の
歴
史
や

魅
力
を
後
世
に
伝
え
る
仕

事
。
見
る
人
を
意
識
し
て
企

画
を
考
え
、
具
体
化
す
る
こ

と
が
大
切
だ
」
と
語
っ
た
。

　
高
木
さ
ん
は
、
ム
ン
ク
展

（
２
０
１
８
〜
19
年
）
な
ど

を
担
当
。「
モ
ノ
に
礼
を
尽

く
す
」「
モ
ノ
と
ヒ
ト
の
安

全
第
一
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
を
挙
げ
た
。「
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
た
時
、
冷
静
に
対
応

す
る
現
場
力
が
求
め
ら
れ

る
」
と
し
、
学
芸
員
を
目
指

す
学
生
に
「
狭
き
門
だ
と
諦

め
な
い
で
。
道
は
必
ず
開
け

る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
聴
講
し
た
舛
野
雄
介
さ
ん

（
文
２
）
は
「
知
識
だ
け
で

な
く
、
必
要
な
技
術
を
身
に

つ
け
る
こ
と
も
大
切
だ
と
分

か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
合
わ
せ
、
２

号
館
の
展
示
実
習
室
で
「
博

物
館
実
習
」
の
公
開
展
示
が

行
わ
れ
た
。
履
修
者
が
構

成
、
製
作
し
た
展
示
を
、
多

く
の
出
席
者
が
見
学
し
た
。

初
の
学
芸
員
課
程
セ
ミ
ナ
ー

データから読み取れる気候の

変化を解説する赤坂准教授

訃　
　

報

山
下
文
明
氏
（
や
ま
し
た
・

ふ
み
あ
き
）
名
誉
教
授
。
元

商
学
部
教
授

　
２
月
７
日
、
86
歳
で
死

去
。
１
９
６
３
年
か
ら
２
０

０
３
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

国
際
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。


